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症例2  group C

國久 智成，堀澤 七恵

土田 純子，能澤 一樹

症例まとめ

59歳 女性

11年前に右乳癌に対してBt + SN，SN転移陽性のためAx(II)施行

病理：IDC, t=18mm, n=1/15, HG2, ER 100%, PgR 20%

Ki67 20%

TAM ; 10 years
Follow
1 year

骨転移再発
L4のみ
無症状

今後の治療について

•内分泌療法単剤 を勧める．

•内分泌療法 + CDK4/6阻害薬の併用 を勧める．

CQ．閉経後ホルモン受容体陽性転移・再発乳癌に対する一
次内分泌療法として，何が推奨されるか？

推 奨

・アロマターゼ阻害薬単剤の投与を強く推奨する。
〔推奨の強さ：1，エビデンスの強さ：強，合意率：100％（11／11）〕

・アロマターゼ阻害薬とサイクリン依存性キナーゼ4／6阻害薬の併用を行うこと
を強く推奨する。
〔推奨の強さ：1，エビデンスの強さ：強，合意率：73％（8／11）〕

・フルベストラント500 mg単剤の投与を強く推奨する。
〔推奨の強さ：1，エビデンスの強さ：強，合意率：73％（8／11）〕

転移・再発乳癌の治療目的は？

(1) 生存期間の延長

(2) QOLの維持・改善
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(1) 生存期間の延長

(2) QOLの維持・改善

PAL + AI 併用は，OSで差がない！

(1) 生存期間の延長

ホルモン感受性ありのグループで，OSの延長を認める！

PALOMA-3 Overall survival

(1) 生存期間の延長

本症例では・・・

• 術後補助化学療法を10年間 (2年以上) 施行しており，

ホルモン感受性がある．

(1) 生存期間の延長

TAM ; 10 years
Follow
1 year

骨転移再発
L4のみ
無症状

AI PAL + FUL 

(1) 生存期間の延長

PAL + AI FUL 

Overall Survival 予想

CDK4/6阻害薬は，いま開始するべきではない！

(1) 生存期間の延長

(2) QOLの維持・改善
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(2) QOLの維持・改善

以下の２つで指標で，PAL併用群と非併用群のQOL評価

• Breast and EuroQOL 5 dimensions (EQ-5D) 

• Functional Assessment of Cancer Therapy (FACT)

PALOMA-2 のQOL評価

PAL併用で,QOLに差はない!

(2) QOLの維持・改善

PALOMA-2 のQOL評価

PALOMA-2  副作用

(2) QOLの維持・改善

Palbociclibの上乗せで

副作用が増える！

・骨髄抑制
・倦怠感，無力症
・脱毛 など

(2) QOLの維持・改善

医療経済

Letrozole Fulvestrant + Palbociclib

合計

650万円

合計

1200万円

PALOMA - 2
PFS = 14か月

PALOMA-3
PFS = 11か月

Letrozole + Palbociclib

PALOMA - 2
PFS = 25か月

588,000円 6,430,368円

11,949,000円

AI PAL + FUL 

PAL + AI

約550万円の
医療費を
削減できる

外来通院の頻度

PALの併用は，外来通院の頻度が増える → QOLを下げる
→ 医療費に影響がでる

(2) QOLの維持・改善
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まとめ

➢ CDK4/6阻害薬併用でもOSは変わらない．

➢ QOLも変わらない．（疼痛もない）

➢ 毒性は増える．

➢ お金もかかる．（500万以上の差が！）

(2) QOLの維持・改善

(1) 生存期間の延長

これでも，CDK4/6阻害薬を使いますか？

転移・再発乳癌の治療目的

(1) 生存期間 (OS) の延長

(2) QOLの維持・改善

内分泌療法単剤で治療します!
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